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　　　　　雛学部訓醇業式　　㌶懸ジ膓惹麟謡耀㌫瓢
　信州大学繊維学部第14回卒業武は3川o日午Ol」10時力・ら母　　州大学敦・育学部丸↓苗口亮一一氏代∫、Dの祝辞があり・エレガン

校講堂において盛大に挙行された。土屋事務艮の開式のこと　　　トな卒某式は最後に一・同ミ倣の族を合唱して午前1111聯冬了

ぱ，小泉学部長の式辞，学業なって社会に飛び立つ卒某生に　　　した。

　　　　　　　　　　　　　卒業生を送る言葉　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部長　小　　泉　　清　　明

　本日木学部の節14回卒業式を挙f了するにあたり多数の来賓　　　通常の酵問陶のほかに一仰の細菌を発見し・パストール殺苗

各位と父兄の皆様のご臨席をいただきましたことは学部の誠　　法を完成してワイン製造某を救ったの（ありまづ。潴イ1は常

に光栄に存ずるところでありまして厚く御礼叩しあげます。　　に技術者のマンネリヅムに」3ちいるCとなく，常に科学の助
。本学所定の単位を修そqして本日それぞれ農学士あるいは丁　　向に江息を向け，カ1しいその粘泉を諸：日の艮術の製づけにし，

学士の称号を授与せられた諸罰は繊紺堤学利28名，紡織二L学　　　て欲しいのであります。だが諸君が1支術の世界に入㌧）たとた

科38名，繊維工業化学利33名，繊舶幾械学不140名，合Rl・139　　んに節一に喚くてあるうこと隠，恐らく諸才1が大学℃貯えた

名であります。4年間の学莱の功なってこの栄ある卒業式に　　　学力や実力の不足についててあり己し」う。あらゆイ5生産機

列席てきたことは卒業生詔刀の宮びはいうまでもありません　　構は諸Llが身につけた知識ては巡解も応∫｝H、小llj能なものが

ヵ㍉また諸刀を今llあらしめた父兄口姉の皆様のお£；びもさ　　　大蔀分でありましょう。だが諸川が若しやろうという積蘭三的

こそと推察いたされます。£い間ご苫労様でした。諸刀の本　　　な気概さえもてけ最初のrT迷いもマンネリヅノ・から抜け川’1

日の栄光はけっして諸ヨ1の力だけてはなく保護者の十㌣様の並　　　こともさして不lll能でなく，気概の中に画い7ニツリユプリソ

々ならぬご苦労によること，また礼会が諸コ1にψスした寛容の　　　トけ・h史としての肋刊となって表われることは必欠（」’）りd

制度にょることをこの際十分に心に哨みしめてほしいと思い　　　す。

ます。この4年聞諸沼と日常をともにしたわれわれ孜職員も　　　次に礼企の中て人間としての生さ力につい・い・、，しノこいと

諸君の成業と社会への船幽を心から祝加いたしd：す。　　　　　　思い詑す。現江の礼会は↓こい間過してきた㌣園生循とLΣ」3よ

　さて諸刀はいまめいめいの人坐航路に大きな段階を画して　　そ趣さの泣ったものてありましょう。実礼会の中’日」いろV・

学困を去ろうとしています。諸羽の胸中には過ぎ去った長い　　　うな力柄がからみあって諸刀に働きかけてさます。その働こ

学生生活を回顧し杜会への船出について展望するさまざまな　　かけは恐らく純粋な心拍の持主である。フレツメレの想像も

感懐が去来しているでありましょう。この学坐生括の最後の　　　及ばない刷州生と不介坦をはらんだものでありまし」，う。lll

場にあたって4年間§翻と生活をともにした立場から，私は　　ても問題にな綱i柄の一つは新旧思想の相i史であり9：す。現

若干の感ずる所と希望を述べて諸田へのはなむけの］諜とい　　実にはそれはしはしば経営者階級にぞくする4卜顕の人々と諸

たしたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君との間に発生し止す。戦後大きく変った一つの市柄に，若

　諸沼の大部分はやがてはあるいは明日から技術者と呼はれ　　い人々の解放感があります。若い人はみな明るくなんの1涼託

る運命をになつて社会に出てゆくのであります。この世出の　　　もないように見えます自分で観察し，白分て考え，自分で判

あり方は，ここ数年来のあり方と若干趣きを異にしているよ　　断して自己を表現するのが戦後の教育のあり方とされ，W年

うであります。諸碧の就職先は咋年あたりから兆候をあらわ　　達は実によく自己を表現します，しかし私自身いつも痛感す

しはじめ，木年はいっそう顕著になった中小企業が多いのて　　　ることでありますが，この活庇な発衣も自分の意見というよ

あります。3，4年来続いた経済界灯尻の波にのって大企業　　　りは，阻間にいいふらされている公式的な三，葉をただその場

への就職は，いわば業界の設備投資拡入のための人的不足を　　の空気に応じてたくみに使い分けているだけのものが多いの

充足させる手段に過ぎなかったように思います。いわは若い　　ではないか，甚しい場合には外部の指導者たちの一プ∫的な指

卒業生は大海の巾の木の党にも似た存在てした。けれども木　　令をおのおのの場に対応した｝酋川性など少しも考慮すること

年諸君が向かおうとする中小企業は厳しい条件の粋の中て諸　　　なしに無批判に流す種類のものをしばしは見受けます。言葉

君の運命をかけての戦いの場所であり，諸習の一挙才一・投足　　には重みも内容もなく歯の浮く感じの空々しいものでありま

が直に全体の経営にひびく程のものといってよいのてありま　　す。若い人々は戦前のあらゆるモラルを封建主義の名の下に

す。浮わついた気抽ちは計されず，重大な覚悟が必要であり　　否定しようとしています。その結果として期待される人閲像

ます。けれどもそれだけにまた働き甲斐のある場所とも云え　　もいっているように，社会入としての礼儀を欠き秩序を無視

ようではありませんか。このような場所て諸眉はどのように　　　しがちになります。昔は家庭も学校も若右を厳しくしっけま

自分の力を発揮しどのように自分の運命を開拓してゆくであ　　した，その中て若者たちは白然に自分の生きるモラルを独得

りましょうか。20世紀の後半は科学と技術の波が荒れ狂う舞　　　しました。今日はそれがない。だから自分でそれを探さねば

台であり戦後の日本文化の驚くべき変革も文字通り近代科学　　なりません。それを探しうる人はさト福でありますが，大部分

と技術の産物に外なりません。まことに科学技術と社会の相　　　はそれが出来ない。若い人々が現〕ll’主義におちいらざるを得

互の依存と相互の滲透は歴史の過程でかつて見られなかった　　ない原囚の一つもここにあると思います。粘神空白のまま自

ほど濃厚であります。科学と技術を較べると技術はいつもそ　　己表現，菅年の無気力，刺激に刈する慢性的な無反応状態，

の時代の生産様式，生活様式に幅広くしかも急速に前線を作　　　日先きだけの尺度で物事をはかる現尖主義その上に社会が全

る特徴をもっています。しかも現代の技術は単なる過去の伝　　　く表面的で裏に矛循と不合型がのさばる荒野であるとすれば

承や実地の経験の連統では前進しませんし日本にとって激し　　若人達は夢も希望ももちえないわけであります。恐らく諸君

い国際競争や技術革新の波もまたこれを許しません。現代の　　は社会に出てこのような混迷と囚惑を身をもって休験するこ

経済的要求に反応した技術の進歩は科学の介スなしには行な　　　とでありましょう。幻滅の悲哀，職場への嫌悪そしてあさら

わず，技術の壁を打破するもの｝謝学以外にないのでありま　　めの結果は，さらに煎気力になり大勢順応主義か卑屈な椎威

麟聖議；認㌫㌫；㍑璽；ぽ§認　蕊欝鷲宴蕊議㌶纏監羨乞慧燕誌賠
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　と思います。独自の筋の通った生きるための指導精神が身に　　限の可能性を備えていることを忘れてはなりません。その青

　つかなければその人は人間であるためには常に若悶しなけれ　　春を宝のもちぐされにしないで欲しい，苦労の末到達した山

懸㌶鑑套熈雛蕊漂こ㌶瀦慧謬1こは誰のためにも広噸・棚人間ら・囎があ・

　族としての伝統と慣習の申にはよきものも必ずある筈であり　　　最後に一言します。諸君は社会に出ても，諸君が過ごした

≧嘉灘㍑勺惹添藷㌶と1：ξ鶴讐辮㌶灘；㌶‡≧繁㌶㌫
誌；縫禦欝麗維雲撚㌶；㌫繍；罐念　慧；憲鷲嘉曇；塞驚三芙星蒜灘蕊欝翌

§認難㌶』認≧㍑ごξ欝≧鵯麟購雛禦纂馴鑑の、輔
憶欲と繊・この決融秘めてこそ・し・かなる醐にあっ　の瓢をしたその雛思い1恥てこの後とも；］ξ艇の結びつ
ても混迷の社会三中にあ・ても’亡・の蹄と刷性の統一が保　雑忘れないで欲しいのであります．細に臨み‖欄の晒
　たれると私は確信します。そのために諸君は諸君のlf瀞が無　　　と自愛を心から祈念いたします。

　　　　　　　　　　　　　祝，辞蜘姫申’村梅吉
　　木日の酬式にあたりめでぱ卒業の燃雛なわれた諸　この際教ポ鍬賊化蹴麟その1鰍会蠕のあらゆ翻
子口れまでの蜘をた舷そ酬しい姓の門服心力・ら　鋤洲の人効湖剛面力・馳界人類のためという商い蹴
酬のことばをおくりたいと存ぴす・　　　　　眺とにたゆまぬ鋤をつづ蹄こと棚要であ賠す，と

　方アジアの先達としてアジァ諦国の興隆開発に協力しその平　　　　かような際に名誉ある本学の卒業坐として社会各界に活躍

和確立のために努力をつづけております。このようにわが同　　され樹i音子に対し国象杜会の期待するところはきわめて大き

　は内外ともにきわめて多端なるものがありますが，これら各　　いものがあります。

馨撫欝難§羅麗蜜ξ㌘蹴瀦大1誓跳㌶4謡；蕊㌶㌶㌶㌶
すまでもないところで鋤ます・　　・　　　裡ド蝦勅甑て豊かな経験鰍み社会連帯鰍醐繊
　　20世紀もすでに半ばを過ぎて21世紀に近づいておりますが　　るとともに各自菊：攻を生かして惹義ある人生を築き有為の社

　きたるべき世紀におきまして巳原子力による生産をはじめ各　　会人として社会各界の期待にこたえるよう努力しなければな

灘ご三＝；纏翻ζ‡ぽヒll雛㌶巖議ξ蕊雛蹴｝課酬欝
よ鑑㌶難㌫；窓罐難鶏纏曇㌶‡麗；　墓芒罐毅蕊纏蒜‖更繍憲篇璽欝麟鷺
だ遠いと申さなければなりません。すなわち科学文化と精神　　　よう希望してやみません。

芒麟霊灘麟饗籔難ま腰鑑、講㌶罐r㌫誓㌫r鋤多か・ん・
人類はゆたかな恩恵に浴するものと思われます。

　　．　　　定年退任の御挨拶　　大平敏彦
　私は去る3月31日を以て定年で退任する事となりました。　　伴い赴任して来ましたので今の木造校舎の上日賦にも参列し
昭和15年以来26力年の聞何もなす事なく過しました事は申し　　ましたが，その時浅聞山の茸型の大憤煙を始めて見で大いに

訳ない次第と思っております・始めて本学園に赴任して緯　驚きました。実｝こ壮観なものでした。これは綱6化学科の未
した時は「糸とは何であるか」と云う事で大変悩まされたも　　来の発展を暗示するものの様に感じました。案の状科も学園

㌫舗難麗罐警》蹴難罐灘菖嬬㌶ξ罐≧灘r
すと仲欄題が多く研究の分野の広い事が解って来ました・　鉄筋｝噺装を整焔諏剖，培の様相を明に示す様にな
化学科創立当時は教官の数が少なかった為有機化学，無機化　　　って来ました。私の在任中に我が学園が次第に発展し今日の

学，生物化学，応用菌学等の講義及び実験と色々と担当した　　盛大さを見るに至りました事は誠に嬉しい限りであります。

ものです。然し此れ等は嘗て大学で学習した事なので些して　　叉此の25年余の間何も御役に立たなかった事は申し訳ない事

’困りもしませんでしたが，その後高分子化学を担任するに当　　でしたが，7旨に楽しい年月を過させていただきました事は繊

っては高分子と云う語が未だ新しかった頃の事なので大いに　　維学部の皆様方の御厚情によるものと深く感謝している次第

当惑しました。それで桜田先生等の講演がある毎に大阪や京　　　であります。今後も我が繊維学部の発展の程を切に御祈りし

都によく［日張し，拝聴して何とか講義が出来る様になりまし　　て止まない次第であります。

た。今にして思えば冷汗¢）至りです。私は繊維化学科創設に
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　　　　　　　　　　・．学部．長新任の御挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳　　1尺　　延　　房

講灘き灘＿響鱗緑鞭1羅織擬i講1翻i欝

　　　信，1㈱蹴　　　　　㍑㍑蕊《當麟騨lil㌫6、蹴，、
　　　　　　　第14回卒業生　　　　　　　　　1↓同こ俊雄農林］し域糸ぷ験場　刷ll川酬1訓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬〔北’支戯場
．繊維農学科（28名）

氏名1 A職先　住　所　　㈱蜘科酷）
荒井　優裳　冨山県術生研究所　冨山市大乎1｜1∫　　　　　　　　・｜1」㌧山　紘一　特　　許　　庁　驚ハ；ば川㌧代川B∴：年lll∫1

石川　敬次　農林省蚕糸試験場　岡谷市郷川1－4－8　　　　秋山洋次郎　飯川女1’・高筏　ナll：W県駕《川由外上棚丁捌｝∬
　　　　　　岡谷製糸試験所　　　　　　　　　　　　　　　　浅川　　修　jl・：llい1∵F控KK　’…1互京都～｛快忙聾三（肺3の2の4

石黒善夫農興横浜緩所横浜噴沖区北剛　　肘’・ヨ網ド田オい’宝澱四1］『llヅ川別3

市川献揃染：〔XK愛知県醐酬酬5・…燃佼・：問；旭端Kぱぷ・酬ぷ㍗、、，
岩野　汎男　信　光　技　研　上Ill市岩下　　　’　　　　　市川　　昭　防術庁人事局　山：窟～韻i［区痴摸槍町3

大山　敏幸　緑　　　屋　KK　東京都世田谷区大子堂町　　　江尻　公機㌶火学院進学　｛1亨川大♪’ξ織維学｝’；i；

河西　俊人　中村産業KK　大阪市東区瓦町3－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‖λ舗｛｛t：学舗尺路li”究窟

川田　　正　1⊥1田染工KK　大阪府堺市深井清水町　　　　　1司閏　i英彦i研　　　究　　　員　〃　　　〃　　石川研究室

北沢　　清　亀111製糸KK　三重県亀山市　　　　　　　　　加藤　奨治　ノこ学院進学　〃　　　〃　　　〃
櫛部　忠一・宮岡撚糸KK　埼玉蝉入間郡四武lll∫仏干　　　　風間　武彦　　　　　〃　　　　　〃　　　〃　共瀬」靱胞〃：門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　306　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤研究曳

黒沢　健一　吉　　　忠　KK　京都市中京区窒町通　　　’　川瑚　　稔　厚目ナイロンKK　沖浩川県i～言三感郡油老名lli∫

撚獄閨撒鞠生鯨継区芝白釧　　剛武判：1オレフ宝⊇酬｝綱瓢隔
小松　　勉　宮入菌剤研究所　埴科郡戸倉町　　　　　　　　　金井　　洋　帝臆1産莱KK　ノこ阪ll∫北1叉中己鳥2の18

斎藤　英毅　田辺製薬KK　山口県小野田市　　　　　　　　日下部安秀　城南製作所　長野県上川ll∫瀞久保
佐藤　昌一‖翻‡馬県立利根＿　　群馬県沼田市　　　　　　　　小林　克巳　牧野繊琉KK　｛似葦川県足柄上郡大多1：町
　　　　　　　　　農林高校　　　　　　　　　　　　　　小林　傲朗　凍洋メタライ　　　］掴醐汗代川ぼlll田司町

高甦俊アラ QK馴了下京竺轍・佐蹴翻、、‘1諮綴酬繍、，刷晶鯛

丸山　暫夫　東洋サイジンク　　群馬県伊勢崎市長沼本郷町　　織田　信行］E村｝｛‘メリヤスKK　i∬i宮市小松東町3の68　，

　　　　　　　，　　　　KK　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　　務　大垣紡績KK　妓3；1県大嫌市芙《li田∫1688
南　　勲郎　大阪工業試験所　大阪市都島区南通り　　　　　武田　克明　諏訪セー粛一KK　長野↓i～下ぷ訪町高汗こ8899

山本　昭稔　千代田化工建設　　東京都港区赤坂田田∫　　　　　辻　　ユEぽ　神多に生糸KK　沖戸市三｛：n眠中山乎通
　　　　　　　　　　　KK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2の108

森　　幸夫　千莱県zk道局　千葉Tl了　　　　　　　　　　　　中村　光和　桔i則紡績KK　艘二蠕ぱ∫牟呂II｛∫字中西
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曇竃纒墨i誘灘1瓢㍑8議選；蕊蝶㌫麟妻｝繍
堀越毅平蹴レフ・ン三酬馴・巾醐肋。　伊π鯉に特　言午　庁　　　　　」
叉嬬雀・・商㌫辮叢1蝋1原13璽果麟蘇㌣…萎織瓢　川

渡辺舗郡是製糸KK鯛1繊部晰糊1　　上［［1糊鯨都立航知二業

撒工業化学科蹴 宇眺一ぽr：塁瓢婁，蹴、ヒ蹴、，1

朝井紀明明成商会ノく阪Y疎区・剛舶’甜　　小醐一雄ヨけ9酬紅K三酬広会糊、剛1352

荒川虻ll染、u撚｛耀嬬；1町寮小沢忠朗日知榔剛i楠酬漫㌫塚
荒川　久雄　　　　　　　　火阪11渦島区鷺洲1町1Tll　落合倣朗艶金興莱KK　愛知県1懇西市小信中島

酬、・男，棚麻。。大阪，鯛測酬、22金lll　4：1｜‥蜘 w2〈ll酬lll｛・7

岩栖男糸嶋染酬ぼ・蹴蹴糊卿71申坂…郎KK醐製酬・㈱棚糀鱈一8
岩合馴蹴工。K岐認騎耀齢K蹴小酬映鐡7・｝禦≧酬聯・・、

淋博長．餉遮　撒工KK繊；こ㌶三雛議1恒日聯入5°°
上田　…秋　川ll・轟織物KK　）都府綾部1川Ll　llll宮寺町　　　　　　　　　　　　　大学院

　＿　　　　＿　　　　　　　　，　　　　　　　　東谷17　　酒井　秀雄　愛知県公立学校
漆ノ；1邦夫　信州大学大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員

離璽繊；綱岡崎，1蹴酬の、2　酒向x｛7KK河曙作、部1綱島・1・2・・

片貝　良一　信州大学大学院　　　　　　　　　　　　　　　竹内　　健　京都機械KK　京都市南区吉‡羊院船戸1町50
加藤　文夫　小賀坂スキ脚　　　愛知↓艮川谷市一ツ木泉田通　　田「｝1誠一　片倉ハドソンKK　凍京都中央区京橋3－2

　　　　　　　　　　製作所　　　　　　　　　54の1　　富岡太刀夫　信濃絹糸紡綴KK　小児郡丸子町
北　　暫彦信州大学大学院　　　　　　　　　　　　　　中塚　吟造　いずみ化学工業　　愛知県燈橋市関屋町226
北沢　宏造　　　　　〃　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KK

小宮　良雄　　　　　　　　　東京都練馬区中村2の12　　　長野博道　長野県庁工業課　長里予市県町

小山　修竹木油脂KK愛知県蒲郡市小江町藤の木　西保木宏男東京大学助手生産披術研究所竹Fb研究室
　　　　　　　　　　　　　　31の1竹本油脂KK若竹寮　　西村誠太郎　ヤンマーディゼル　フk阪市北区茶屋町62
小山祐一・郎　日本曹達KK　長野県小県郡塩田町下之郷　　　　　　　　　　　　　　KK

佐嚇吉村油化獅大騰ﾚ灌瓢暴麟≧羅鷲難麟蜷轟誇岡山
商木　芳男　酒伊繊維KK　岐阜県養老郡養老町押越　　　平林　壮紀　後藤鍛工賀KK　大阪市淀川区野星西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　871の2　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－28－4
竹内　正信　北　　水　　社　長野県埴科郡松代町豊栄　　　福井　秀明　敷島紡績KK　ブミ阪市東区ll‖i後町4－34
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6248　　　　藤日ヨ　　〕璽良1｛　　戊L少H産勢ξ大学6付属

楯身　広昭　堀　細　　産　業　北海道網走郡美幌町束1条　　　　　　　　　　　　高校教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北1．丁目　　水村靖司　K玲小島鉄工所商崎市歌川町8
鳥山陽一群馬県立　　‖糊i・安中按申3066・　宮島英敏KK大阪アルミ　堺市下田1‖∫26
　　　　　　　i蚕糸高等学校　　　　　　佳久万荘8号室　　　　　　　　　　ニューム製作所

中村英俊日本ビニ・ンKK剛‖節釧奇町朱印地10の1　社　好照山形大■大学院　　　　　　・
長峰　　勝　大東纐織KK　東京都中央区日本橋堀留町　　柳沢　緻美　KK仁円テルモ　東京都渋谷区幡ケ谷2－44
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2の1堀留ピル内　　山田　茂雄　KK大阪アルミ　堺市下田町26

西尾純一綾羽紡績KK兵庫県尼崎市松内町4g　　　　　　　ニューム製作所
西岡　　寛　正織興業KK　岡山県岡山市仲井町2丁目　　湯沢　慶彦　日本針布KK　東京都申央区日本橋本石町
　　　　　　　　　　　　　　8番7号正織興業KK社内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－6
藤島　　融明成化学KK　京都市下京区西七条　　　　　湯木　通陽　日産ディーゼル　　東京都千代区神田司町
　　　　　　　　　　　　　　　　比輪田町37明成商会内　　　　　　　　　　　　販売KK　　　　　　　　　　2－2
細田　　衛信州大学大学院　　　　　　　　　　　　　吉川　　守篠ノ井旭高等学校長野県篠ノ井市
丸山　信子　朝目ケ丘中学校　愛知県豊田市朝日ケ丘町　　　立瀬　五男　労　　働　　省

柳沢正巳信州大学大学院　　　　　　　　　　　　　渡辺　召二綾羽紡績KK　大阪市東区安土町2－12
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　　　　　’　飯田一郎氏に博士号授与

㍑』ξ認ご6㌶㌻蟹麦』認芸㌶慧蒜　｝㌫凝‡漂亮ξ‡‖㍑瓢蒜鞠iiξ跳
であらわれるかを各作物ごとに美しいカラー写力て、醐して　　たのてありまして・来さに珊撒E姻問日学界のll　1高ノk　41噛ゆく

いますが，この写真は今から10年前に服したもので，’li時と　　　ものと思わ］1’ます。

しては却醐の州てあったようてす．氏がlltに斯界の郷　 」見γ1：，四この研究の｛酬こ・刷1桝∂）珊1卿耐

離して知られ，またこの，紋を10え剛畔位、瞼として｝是　とりくんて・迦鵬問1蜘加見克1い引’別純㌻あ
出してもよかっ／、のてはないカ・といわれる理幅この紘り　り，は1紛吸収と根の8阻鵬1側・パ’8・i耐’け・・こ励
にあるように思われました。②長野県下の各地弗力・ら数γ1点　　Wての祈｝幾帥を聞拓し1、うと∫㌔気㌃λゾ（いら3し（llい

に及ぶ土蹴手瓢して，そ刎・劇刷鮒マグネシW・酬　　L）眼咽・餓lll釧’；こ佛パ川｛日巾パ触ポ太
を測定し，その数値によってマグネシウム欠乏土壌の定｝‘Lを　　からず細からずの外人並叉男右親釧1’」～ド魚∫2極山’川1；lll㌧は

行なっていますが，数百点という点数に努力が感ぜられまし　　rl分θ）身近・学窓・友人などにノい‘・；1’lvぬ1！、∫li1，杁〆lt！巾い

た。（3）蛾中媚換性マグネシ、クム合閣岨剛と咄1係　かんを問わず｝・うずり1鮒側蜘川再い・緬）’ξ？
を調べた結果，土壊中の置換性マグネンウム含鼠は一次的に　　反ノ賭には断固としLζ戦いをいど†1・ため，1い川こいζさゆづ

は地質母拓二次1・1勺にのみ土壌鯉蹴によって測二さ械5と　地におちいり灘階ヨ：ねく損なリ」・lll購強気ノc彼八日が

の新知見を捉案しておりますが，こσ）ことは”訓的価伽ζ非　さる3戊128日に卿1削系職員s砥の酷τご洲酬しノこ1－・ソ・

常に高いように思われました。㈲マグネシウムとほかの諸嬰　　感激てアイサツにならなかっλこdl……，川の掘刷、，ソ7イ

染との相互作用を明らかにし，とくに五搬の倣はマグネシ　Lイ・ノ凌　蹴｝帥しぴ｛凶潤んのい川・の人∫鋤ために
ウムの効果を高めることを指摘していますが，このことは父　　軟かさのはいっ7こ人況分になゾ，れる」、うり」巾しTいる次第℃

用鋤ての施鵬に大きな示唆を∫バているように思われま　・‘・り主す・　　　　　（土：Wぷ川lll山氾D
した。（5）2，3の作物について植物休内のマグネシウム1㍑皮

　　　　　　　　　　　　　　鯨をi追って南氷洋上へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　捕鯨船団監督官　斎　　藤　　義　　 臣　（蚕32）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　「ドーン」「グソグノグソ」ぐらぐらっと休がふるえてく　　　当るのである。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・母船団は・弼船（鯨解体・製i山w】白　㌧冷凍船（鯨肉冷

　山のような大波に兎った船休が，その山と川の谷に落ちて　　凍3，探鯨船2，捕鮎船6，曳鯨船2び｝母集1廿Cあリパ1’員

行く，そこえ次の山の波が叩きつけられてくる。　　　　　　　1500人で楢成されているo
　卓上のコソプは落ちて粉みじんに割れる。嵐は「ピ」戸ン　　　3「々鯨は乱獲のあおりを受けて，減ルが其しく，）IL年の内

ピュ声ン」と昔をたてて吹く，風速40米，四階位いのとこる　　に地球上から姿を消滅ナるやもしれない杁〒1ピこ陥ぺ（いる。

に居る私の船窓に，しぶきが飛んで来る。　　　　　　　　　したがって此のように40n余も航海し．て漁1｛↓に到ノ伺‘＞5よう

　わずか2センチ足らずの鉄板の船が，どうして砕けないか　　なところまて来なければならないのてs・，る。

と，ひやひやしている。勿諭船が沈めば350人の人間は，あ　　　かつて白ながす鯨（100トン・｛4《人3田汚い約800ノゴ円）《力

の世行きだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多く捕れた時代は過ぎ・ながす鯨（50トン・体↓こ20米余）す

　3日たっても5日たっても，荒れに抗れる海を，恨み目に　　　ら今年はなかなか捕れず・ほとんどが・いわし鯨（20トン・

みつめていると，何てこんなところへ志願して来てしまった　　　休五15米）の捕獲に集巾している。

ろうかと後悔。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海深6000米のこんぺさの海に鯨が潮’㌧吹さ丑スげ・ごは、海中

　10月3m横須賀港を発った第20次14］氷洋捕鯨船団　「日新　　　に潜り，また潮を吹いて，裕凌と∬こ川をなして遊泳している

丸」は，旧円目に赤道からスンダ海峡を終て，インド洋に入　　姿は，山何に育ったTへに↓ま夢の川に来たような二∫こ憾てある。

り，日月30n南アフリカ（ケープターン）沖に着，これより　　　たが一度捕鯨船のモリが近、kれは，彼等とで逃げに転ずる

西へと暴風圏に入り，さらに進んて，南緯50度，西経50度の　　ことは必常であり・如何｝こ逃げても人間の祝1↓｛∫には抗すべく

漁場に茄いたのは12川211てあった。　　　　　　　　　　　もなく，螺ち捕られてしまう。

　アルゼンチンは2日もあれば届くところまて来ているので　　　　その赤い血しぶき，そして白い乳の噴出をみると，lplじ哺

ある。　　　　　　　　　　　　　　　乳類であるだけに・いささかへん’な甜』にもなるものてある
　今年の捕鯨はU［界中で白ながす鯨換算4500頭（ながす鯨2　　メス鯨の胎内には10センチ位の胎』己から・3米もの胎児が人

・いわし鯨6がそれぞれ白ながす1頭と換算）その内口本が　　っており・へその民が1・駈していて人間と全く同搬ζある。
52％，ノ←ルウェ’28％，ソ連20％の割合で捕るのである，　　　日木を秋に1」1て・∂］・道の無1明、と炎暑を通過し，鋸とはL、え

日本では大洋・口水・極洋の三礼が出漁している。漁期は12　　南氷洋は寒さが厳しいところに出る。そして日木1こ郁る時間

川2目～4月7日までである。　　　　　　　　　　　　　　　は，桜の花の散った5月となっている。ぬる物は4Ll！ilの川已

　私は大洋の監督官として東船し（次席三席の二人と共に）　　をし・その体調の調整もむずかしい次第てある。

任務は，捕鯨頭数・鯨体聞・子持鯨の禁涼［等々の監督指導に　　　　テレビも石聞も花もない，只欧まん丸い庇のどΩん中に，
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ゆらゆら動いている。どこへも冑泡せず’μ卜間野郎共だけて　　時も灰色の空といったとごろてある。　　　　　　，

船止生活をすることカ㍉人閥1’1勺に如伺に味気ないものかを充　　　 由汗ボケという言象が戦中戦fき…にあったが，私も船に粟っ
分味っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てからは，頭がいやが上にも低下している事を汕感している

fl川棚く湯に人り・洗刷｛1｝刷晦恥てい澱レ正，’轍生　皆釆岨は｝｝遜化されて，むずかし州f購えられないよう
肺思い出す・それてし’てボーイが’〈・トを川除し，1ぱの　てある。従っ商・～で轍むか，ノh説ても6，路以外に，身祖、

｝トピスをするところは，近代とlll」代の矛盾を感ぜずにはし・　　も置き場がないというところてあろう。

られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな生活を20回もつづけている仁が多いということは，

昧醗って1ケ川よ・‖n酔いに1愉され・それカミ1㌔た　20イ剛1田を南氷洋のペンギンと共にしたことてあり，その
ら，多発性μイマチスに’う・かり，身心共に含くljらのめされ　　晶心は思いやられるが，何とぷのない人生てはないか，とも

ている今1パr｝あるが，兎りかけた舶てあれば如fll∫とも仕様　　那えられる。

なしというところてある。（もとより船仏も届るわけてある）　　　こんな男を火にした虫房こそ，金も仙わず，浮気もしない

　ノ〉日1月20目午後7時，ll本ては21n午前7∬専であるから　　｛動き蟻を］4っている女ヨ三蟻のようなものてある。

1良12時間近っているわけて地球のエ’渓といえるてあろう。　　　ここてはラノシュアワーもなけれ，ば交通事故もなく，盗

　電服なら川1川（通ず～5日本との距離も，丁紙け40「1余か　　人もいない。近∬蝋戚のつきあいとか，殊庭内の煩わしさも

かり，しかも何時船の使が4）るかによって，丁舐を出す次第　　　なくて完全なIPI臥の時1川力宝相当！」えられている点が，せめて

～こある。この便もll〔さんのトもとに茄く仙は或は私も1コ木に　　の良さとてもいえようか。

近‡㌫㍑㍑禦鷲；㌫↓討，哨欄騨1⑭な　空㍑漂㌍㍑㍑‡麗：墾驚：ぷ麗ご齢い
レ・1打氷～了斗よ，　上lll々）lll｝カ㍗ンし1｜欠き寸4さ“CメCよりも川駕しく，f｜1『

　　　　　　　　　　　　　清水衛敏君を悼む
　人丑：13年，』抽t∫1卒業のr！！1水衛敏丁｛は，昭不II41イト2月2711　　此の時lo］には彼は挺川の志」’のような心境にあったのではあ

ノ舳311い64拗生1圧鋤じた・白ω£・偽λ・ったという・　獄いかパ2人｝1胸蹴の人姑州ご北票嚇を1搬し操業
此の月の2411は刺弛方今イ｝・1疏の侃舷・己肌λ・が・こん　川始の剃IIを進めたのてあ・3。此釧｝1彼は獅芳澱として労

な事もあって体鋼に変化を汰たしたか・2日柚〕ijから；1旙首を　　働力の確保を推巡し撫順に次ぐ出炭鼠をほこる山としたので

・疏るのて医師の・蜥を’妥けたが飽こ及げなかった。ご遺族　ある。此の時代岡皮醐酬かに，どヒき甲斐を感じた時代だ
にして見オτは石砧らしい百）1りもせず，アソケなく生命を恋わ　　　ったにちがいない。労働力を確｛泉す剤∫は出炭服を確保する

旭永1妙かなデ北蜘協させた，1ら何にζ副して’じ戟りに　T｝vてある。此の為f皮剛凶省に北支に’1‖・身をけつって苦プJの

思っておられるに逮いない。　　　　　　　　　　　　　　　募其に努力したのてある。呂力の力ても彼の抱よう力ある大
　彼は我が何窓の中てもム‘｝1色の経恨の札らよ、てあった。即ち　　　陛風の風ぼうに接して信頼感を強めたにちがいない。苦労も

　い轍繰と1・塒に片倉｛製糸紡繍斌会社（腓倉工業）　多かったが私生活も充失していたようだ。、細・が彼は王候の
松ネ工場に入トト，普及「酬棚，そのll制｛訪蚕糸学校教諭打命　　如き生活をしていると評したものだ。由を下って新京に出て

糊醐える・　　　　　　　　　　　来れは見るもの聞くも¢）皆新鮮だ。同窓の臨沸となく。舌
　1，昭和2イ14川g日，会ト1：を退職（片倉」二業調べ）自））k　　し込んて時には痛飲する。彼独得の昔楽とダンスで笑わせる

半乱，蘭領東印度諸鳥の産業調査の為てある。寸、として養i蚕　　足をすべらせて2階からすべり溶ち，したたか腰や尻を打っ

の可能｛生についててあったようだ。其の中，スマトラては尖　　　て立てなくなる事もある。かくして英気を養って再び山に帰

際に桑を植へ，養蚕をして，適地てある事を確認した。片倉　　って行くのである。山東省に出掛ける時は大低大辿から船に

エヱ30年史によれげ片倉はlll｛和5年6月16日スマトラ島ペン　　釆るが，弦ても校歌をうたって共気を養うのてある。完く此

クウレン州レヂヤン区チヨロソプに面積：21ヴウ466ルートの　　の仕事は彼に向いていたようだ。然し敗戦はすべてを御破算
世聾1昌地柾を賀い入れた旨，発表している。彼の凋査結果に　　にした。むなしく内地に引揚げる運命となった。

よると思われる。その彼はかの地に赴任の為，長血1h港から乗　　　1，昭和21年6月，故山にかはん1ケを抽って引揚げて来

船の筈だったが，その直飾，内地業界からの圧迫があった為　　　た。

か，或は和蘭側て11本に侵略の息図ありと考えた為かその間　　　　1，昭和23年3戊」，株式会礼‖）馬杜に入礼。原料部門を担

の事精不明の儘渡航中ILとなったのは残念のきわみであった　　当する。

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い昭和27年11月，株式会社電通に人礼。人・lf部給与担当

　い昭和5年6月，片倉系の満引｜蚕糸株式会社．（資木金10　　副部兵。
0万PJ，本枝，旅順市｝；・1上町3拓地，創立昭不ll元年）に入社、　　此の仕事は机の1いもだ。仲々つらいll事だったと思われる

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以、に年詰になってから若い礼貝の起r精を1111き相談に東る事は

　姉洲国南部一｝！陳洲は莚蚕適地てある：IVは南満洲鉄道目、式　　気骨の折れる事だ。不向だと思われる1ピ1▲ても粘進して立派

会社熊岳城農宵試験場勤務の大撒L輩，湯川秀夫氏により立証　　にやりとげるには並々ならぬ努力が必要だが彼はそれをやり

されているが，満洲蚕糸でも1｜1‖」洲における蚕糸開発の基礎磁．　　とげた。同僚からの受けもよかったようだ。

立の為，閤東州企州にi蚕種製造所を設け，営城了・をFl1心に委　　　　1，昭和37｛1三3月，電通を辞して，　B本トトパイ株式会社

托義蚕を行ない，得た繭から旅順で生糸を製造するという大　　　（後にクロレラ食品株式会礼と改称）に人社。

；1画を樹て茄々11｛端iを進め実行に移した。然し乍ら押し寄せ　　　　完年で電通を辞めたのだが，聞いたところではそんなに急

る不況の波と，土社内部の複雑な」∫i占の為，社運衰微の1途　　ぐ必要はなかったようだ。然し彼の性分から見て机の仕事よ

をたどったの｝訂1に止むを得ない㌃｝］だった。此の問，満洲事　　　り工場の方が向いていると考えたにちがいない。此の会社は

変は逃行し，昭和7年には満酬掴が成立するに王った。　　　　プく豆に特殊酵索を働かせて蛋白質を取り川し，滋養飲料や豆

　1，昭和8年12月渦洲炭破株式会礼，北頭碓業所に入社。　　脇を製造したのたが，新規事業の経営はむずかしい。折角の

　昭和8年2川1本軍は熱河名に侵入，史にL城を辿えた。　　努力にもかかわらず，収支丑わず，遂に解散の憂き目を見る



　　（8）砿161　　　　千　　麟　　会　　綴　　　　聯41年暗20日
’に至ったのは残念至極であった。　　　　　　　　　　　　　　木人は自覚症状がなかったらしい。以f受勉めて艶kに留・1人し

　1，昭和40年1月，港ヨ声グルト株武会社に入社。大いに　　たが愛酒家の彼はウイスキ戸は1血川1によいのだとい㎡・てノk割

働こうという時，惜しくも他界する悲蓮に会った。　　　　　　　りして呑んでいたという。

　以上が彼の経歴の大要だが，彼は過去を語らず，誇らず，　　　大旺の大人風の風楕があり，物事にγllノ∫1しない1｛脳け百

何事にも精一杯の努力をするといった性分だったので，瑚ら　　時，ほのぼのとした暖か味を感ずるといった］のな人栢析ζめ

れざる数々の事柄，逸話があったに違レ・ない。　　　　った。誰にも好かれるm・1‖1な常識人’Cもあった・健Ll〔体だっ

　彼は健康には白信があった。周囲も亦それを認めていたよ　　たので自他晃に90才位は永生きするたるうと思っていたのに

うだ。昨秋親戚のものが手術した時進んで250移の」自腋を供　　　たった2日の臥病て他界するとは，はかない人生を感せずに

出したが，その時血圧が250もあり，医者から注意された。　　はおられない。冥稲を祈る次節てある。　（11期d‥lllD

　　　　　　　　　　　　　　　佐土孝君を偲ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審判長横内豊彦（綱2）

　佐土眉の告別式は，昨年12月21rl午後川IVより2時まて，　　　を志願された灘由を尋ねると，　「∬、｝」在学中，化学4》析に旧

自宅（神奈川只高座郡海：呂名町上今泉1364番地）てわわれ士　　　する装置の発1リ1をし，発明にWに興昧を｝仁，ているから，…

したが，同窓生の方をはじめ，当庁職員の方，特に技術懇話　　　生のfい1∫として，竹；ノ1庁のよう賑ゐこ巧に是ル就恥叱しだい」

会会員多数の方々が，遠路わざわざ参列なされ，私，佐土刀　　　と然えられ，採用試験は秘i秀な∫ハ聯虻C入庁が決っ7，こわけい1ら

の出身校信州大学繊締学部の先η亨の一人として，間郷（∫言野　　　ります。

県人）の～人として，また審査第3部「繊組」の出身者として　　　　昭和37和12月9B和“臼浪と品婚され・現rl．1年6ヵ月の明

この紙上をお借りし卍して，厚く厚く御礼巾し上げます。　　　　君を残されて他界され坐したカ㍉lll／kの時，川li」をつけるの

　技術懇話会の役口の方のおすすめもあり，ここに故人のひ　　　に，彼は，繊綿化学nの出身だから，　「1ヒ合物の名荊で、｛’）う

ととなりを御紹介し酷様と郷・りし「｛の佐こ1訓を偲びた　　「・’くンゼン」10にノ・ら・て［鱗」輪呂はうとし～訊

いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　箔ll局け「発明」の「明」の字をとr）てつけた・と生前云・）て
　佐土君は・長野τ1∫に生れ・お父上は学校の孔生でしたが・　　　いた彼の亘箒からも，彼の物の者え方が伺われ柔すo

昭和35年1月10「1に亡くなられて・只今は・お母上が・郷』！　　　1左土γ1は，繊511化学が1亨門てはあ担｝…すが，機械器又をい

長野県更級郡川中酬丁本町｛こ只一人で住んで居られ主」’。　　じるのがとでも好きて，宋劇こ裏3いては，台所の換剣ξ置，

　そして・亡き佐土ハの御蛋は，お父上と…緒の長Ψ「市善光　　　掘りタ巨鮭その他日曜大工も剖ミ｝意て，近所のぽ那さんの1）手

寺納骨堂に安置される予膓じになっています。　　　　　　　　　伝いまでして，近所付合も大変評判がよかったようて’れ、

　佐土霜の悲報を知らされたのは・12川811（土）ノr一後9118　欄戚2誤で思い出さ牙囑のは，｛1　袖1の方もあるかと｛、思

前後でしたが・余りにも突然の死に・全く信じら］τませんご　　いますが，官民合同の趣味のグ声プがありますゆこれは遡称

した。私の脳裡には・昭和32年1↓許庁採用試験場の彼の応答　　　「JALA」といって錠前などの新製品を調査する趣味のζこ

の態度や・市ケ谷の私学会館の結婚武場σ）彼の端そのもの　昧P。卿f究会（隔役，資料蜘1｝；課長，竹内尚栢即が
の明るい顔等が・次から次と浮んできました。そして私が目　　　あり禎すが，彼はその有力メンバーの｛人でもあり士した。

事のことで前日の17日（金）に・久し振りに「繊維」の部屋　　この外，佐土瀦の趣味は広く，学生同代から写真は玄人の域

を尋ねた時・彼は遠くから笑みを湛えて・何時もと違って・　　に達し，卒業アルバム（繊紙化学∫ミ125名）など｝ぱ全部彼が｛

鑓欝鷲綴㌶語三1正套のお別噸蕊麟㌶1顕叉蕊㌶2蒜瓢
　翌日お宅を尋ね・枢の蓋をあけてみたが・悲惨な自動叩事　　　画紙についても創‡∫を巡らせていたようてす。

故とは思えないほどの穏やかな頗て，私もほっとしました。　　　学生時代はスポPツが好きて，なかても特にバトミントン

遺族のことは・私共に一・切任せ切ったような・この姿に按し　　を得意とし，入庁後は，特許灯の代式として通産省バトミン

た時・私共が・これから皆で・ご遺族の将来をお守りするこ　　トン大会で3回も優勝し，異彩をはなっていました。聯｛1の

とが・佐土君の御霊を慰める何より人切なことだとしみじみ　　マージャン大会では2度に亙って優勝してい士す。

感じました・告別式のお宅は・小田急線の漉名駅の近くで　　仕事｝こついても非常に勉強家で，弼旦している部門の研究

東京より遠距離にあり・しかも年末で御多忙なll4期でもあり　　は，特に深く掘り下げており，「嵩高性糸」諭文等，貴電な

ましたのて・御迷惑をお掛けしてけと思いましたのに・特許　　　調査資〕qを残して業界のために貢献しています。審査官補の

庁の職員の方は勿論のこと・会礼の方々まて御焼香下され・　　教育についても，公報分冊は企部暗。己して，常に業界に二｝3け

中には遠く関働河より・わざわ飾ロ参列下され・20酩以上　る技御発展の過程を身につけるよ嚇し吋旨継して∬；っ

にも達し・若くして亡くなられた佐土君の人徳の程が偲ばれ　　たようてす。彼は仕事以外の勉強としては，推理小説をハ亨期

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間に何冊も読破し，最近は勤務時開外に約2時間通産省外川
　佐土君の思い出は・幾つもありますが・私の印象に’14に残　　語研修所に通って英語の勉強をしており，精力的に括蹄して

っているのは・彼がよく「柏許庁は白分の性格に最も1口した　　　居りました。

職場だから・自分の死に場所と考えている」といっていたこ　　　佐土君は若くてこの肚を去りましたが，仕事，趣味，スポ

とでありますが・それが・あまりにも短い期間の死に場所に　　　一ッ，娯楽等あらゆる而て，苗接，間接に佑土君を知～1、人が

なったことを非常に残念に思います。特語庁のためにも・御　　　多かろうと思います。この拙文を誌んて下さる方々が，在り

追鯉㌶潟6鵠蒜奮㍑篇蒜；§縫誌，運　長；篇漂讐鴛瓢綴芸9㌫頁璽匡驚㌫

覧幡蒜購嬬灘2釜麟煕㌫語，罐歴の卿は「千鰍作酊・8㍍11瓢
「繊維」の審査長てしたので，u頭試問て2回までも特許庁



　　　　　　　　　　　　　　　　　　てちょうど25周年にあたる。昭和16年と　ゴ」はかくすべくもなくいまや庁内で重き

　総会は先づ古川正貞副会↓こ（蚕｜8）か　いえば太平洋戦争がはじまる年で戦争の　をなしているらしい。

ら支会の現況と将来への希望を含めたあ　真只中に放り川されたわけだ。これまで　　入井卓雄刀～一台北帝人卒て，復員後

いさつに続き議事に入り，閉先生から田　に40人のうち11人死亡して了った。その　米軍の水耕農場に勤務したことがあるが

校の近況と本部総会の模様など61．細にう　多くは戦死者てある。生き残ったものも　いまは北興化学工業KK中央研究所の除

けたまわり会員一同は昨今の母校の‡浪子　辛酸を嘗めつくしたようなものが多い・　草剤研究室長。むかしながらの温顔で着

に関心が深いだけに神妙な似てさき入っ　この悪運つよく生き残ったものどもが3　々と業績をあげているらしい。

ていた。　　　　　　　　　　　　　　月20日に上口市末広町の上田温泉て同級　　井上貞三鴉一卒業のときには佐渡の
　会引報告承認のあと，例により中心議　会を開いた。出席右は11名で，〕±いとこ　相川中学につとめた苦だが，復員後片倉

題となったのは会費納入の問題である，　ろでは愛知の松田摺γ『1君，新潟の二宮正　にはいり，lll形と福島の蚕種製琶所を往

数多くの娃設的な氾見がかわされた，当　三田，魂京の大井卓雄刀が頭をみせてく　復し，今年から普及団の業務課Eとして

支会は総勢160名を越える大則i容で，猟庁　れた。そのほか松」くの井上☆二才1，長野　松ネに移った。25イ舗ilと変わりなく元気

40名，i蚕業試験場｛5名の銀団をはじめ，　市の水口米賄羽，消水比呂夫鶉，上田及　　一杯。

各方面に広く散在し活躍されている会員　び周辺の田中英一罰，外村吉商君，金才r　　水ロ米雄君一一洲月で移民関係の仕事

各位が多くなかなか連絡とりまとめに困　勘1繍，m中袈裟平君，偲校の松尾卓見　をしていたが，発心して京都大学で農業
難をしている。　　　　　　　　　　　　てあった。　　　　　　　　　　　　　　経済宇を学び，いまは長野兄畜産課長，

　母校の関先坐からも地元支会ほど会費　　懐しい顔々冷一25年lllJ一別以来はじ　庁内ては若乎三羽鳥の一人といわれ部長

納入が良くないとのお話しもあり，一岡　めてのものもあり，見ちがえたりするも　になるのも近いとの評判。背丈は相変わ

猛省し，各関係毎に班をっくり，幹事の　のもあった。お互の健康を祝し合い，こ　らずたが，ビーノt樽のように太って買録

　　昭和41年5月20日　　　　千　曲　会　報　　　　肱161（9）

　　　支会だより　巴麟跳蕊瓢音ξ麟雛㍑糠㌶膓1繋
　　　　北信支会総会記　　　　ある゜　　　　　　　　　　　　われわれが25年1〕｛1に肉1捌会をやつた怠楽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上て1義’llが終了し，り1さ続いて懇親　　05場川）はもうない。酬姐、だいぶ変

」・倣肥・：・・刷笥献財姻11⑩」1二螂剛てある珊も↓諮ろで白己紹綻出1儲の脳をかく。

品正濃1燃内；〔；il見2魏獣窓裟、㌫瀦懸蕊£翻り鯉｛灘脇謬瓢翻蒜
学艮ばll・ビ1溺ど力・c’3昭の出ぽcに’鰯ミく感じ入った次第℃ケ泊。　　愛畑［に陶パ硫く愛久11撒蔽員
｝蹴とな・ゐ已に伽1ゆ師猪の汕ぶ　継、llの終醐に岨も赦1減に｝いフこ1刷じぽな，た。元ε餌uo年以上
れ日£1いノパが与く・干曲会の宏泰と発　∬曽を灘れての川1申は｛交歌の☆11n，学生1け　た’、た今・cけ技育麦n会ても瀕役（士任

展を物111｝るもσ八・6ろう。3副猛支会E　代∂をの」はの光景辻つくり川した各∫1代　指担い】り㍗1∪く出す掴1こ校［二は確りこのよ

蜘2、が親志の1］［・4臥と蹴珊会人の・ミ．パ眠に見・肱もの刻・連も・こ・うだ。「昌は占ザ剛・f池朗だったが，
前1Lちふつ己JJ汕を川されノこだけて絆会　λバ吻か・コさい，川の過く・ζ，を知らず，　よくそんなIPFがつ，1二寵るもんだ」とけ

㍑川ii蕊儒蕊蕊Ol！蕊三㍑謬誌㍑㍑’胴上げを㌫㌫L慧：㍑鰐跳㍑蕊丁纏
だき土した御ILIIIし上げLす）　　　　　役員改選の結兄次の；呂氏に決完し寸し　てくれた。」・川温泉てとLり塑1胡急行て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　た臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰庁のよし。
　　　　　　　りす

繋持ぎい　化姐璽1繊；i㌻　濁



昭和41年5月20日

議蕪灘㌶鷺1；議1慧熱果次の，本轟幣、

1繋錫難欝竃叢竃il離麟嚥灘i！‖懸

の麟麟無椴。聯全国㌶菖㌶論隆㌫罐謬8払麟㍑㍑』

ルがよく似合う青年技術将校だつたが，　　　繊維学部将来計画委員会　　　　　　　（1）入会金な］フJ凹とし終身会費とする

文学好きで夜も日もあけなかったことは　　　　　委員長に野口教授再選さる　　　　　ことについて

㌫畿：い綱木轍で英語選螺當R瓢蓄撚㌶；資艦㌶惚憲瓢竃§
　金井勘冶君一長い闘病生活を完全に　再選された。　　　　　　　　　　　　身会費として一戚に徴収するrと｝よワぽ

克服し，いまは坂城町のn精樹脂KKの　　　　　　教職員組合総会　　　　　　しいが，本年から惚薮”｝ぐ部が発足したの
経理責任者として大活躍をしている。家　　4月23日上田温泉において教職艮組合　七他学｝11｛との関係土凹1点も《1りるのて’今後

を上田市踏入に新築した。　　　　　　　　総会を開催し昭和40年皮決τ御田和41年度　　斑に研究づる。ぴって人公金，；、費ほ昨

　田中袈裟平君一一復員後は長いあいだ　　予算を承認，亜に役員改選の結果執行委　　秋総会決定のとおり入ぐ金は1，〔1〔｝Olll，

篠ノ井高校にっとめたが，ll乍年から丸了・　員長に松兄卓見教授，福畷員」乏に内「n貞　公費毎客0500「IJてあζ）。

実業高校に転じた。教師が板につき，な　　夫助教授を選川，各部役貝は総務部瓦佐　　　（2）母校火災復興資金の仙途に烈いて

かなか重きをなしているらしい。家を繊　　紬良樹，厚∠E部』ζ沽水源太郎．文化部長　　　学生食堂を杣；1文一〕る等の学部の』1、仏的

維学部のすぐ南に構え，金井］］とは家族　　武外隆三三，婦人部艮lU辺豊了，会計nll長　　司画の進渉によ㌧）て蕗処ヨ・るこ］、にぱ㌧i二

ぐるみの交際をしているとのこと。　　　児玉寛の各氏に決定した。　　　　　　　した。なオ、濾見としてこの資金の他」翁に

　松尾卓見一京都に4年半いて・終戦　　　関博夫助教授（蚕23回）　　　　　　ついては千曲会は白“｝部リに者えても良い

の昭和20年秋に母校に戻って来た。養蚕　　　　　　　　蚕糸学賞を受賞さる　　　てはないかとの発∴もあったが，なお1：

学科は昭和36年から繊維農学科に変わっ　　本学部助教授関博夫博土は，去る4月　く研究することに決，｛；。

た。これからどのような進路抱とるべき　3n第36回ロ本蚕糸学会大会におし・て，　　㈲総会決議班頃を学音ll工こに改～～）て要巾

か悩んでいる乗組員の一人。（松尾記）　栄ある蚕糸学賞を拝授された。　　　　　　　することに・っいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回の受錨の運びとなったのは，陛卜　　蚕糸教育の改酋の間題にっいて千曲’こ
　　　母校　　　　　　　ニュース　　の多年にわたる「桑科植物の細胞学的研総の決湖噸を改めて学臓に鯉す

　　　苔罐灘停年退官　熱1㌫蕊8・その蹴綱養濃謬’の人負について卿
　繊維工業化学科大平敏彦教授は3月31　成果の大要は受賞講演として公開され　　㈲会貝の衣彰について

日停年退官された。大平教授は繊lf工業ω木邦における桑腐の自然倍数休，（2）三　国肉杓の功り鉱元蹴ついては適当な会

化学科創設と共に赴任26年間にわたり研　倍性桑樹の自然発生機構，（3）人為倍数性　貝があれば県・了1斑に推薦してもよい。

究と教育に母校の発展に貢献された，退　品種の育成，（4）その他の桑科植物の細胞　千曲会に功労のあった会貝の式彰は砿年

官後信州大学名誉教授に任ぜられた。な　学的研究等多彩な内容は多くの聴衆者に　行う必要はない，50刑年とか70周年等田

お上田市国分に新築居住される。　　　　深い感銘を与えた。　　　　　　　　　念行事のさい行うこと。

　繊維化学工学不1岩崎振一郎教授は同弓た　　ちなみに同助敦授は昨年5月3日，昭　　（5）千曲会のあり方と役員構成について

科新設とともに昭和38年姓任同学科の基　才040年度艮野県産業自冶等に関する功労　　今秋の総会て役貝改選を行うことにな

礎づくりに研究教宵に尽くされた3月31　者のなかから，学術功労者（倍数性桑の　r）ているからそれまでに良く研究する・

日停年退官しご郷里の京都市上泉区釜座　育成ならびに品種改良）として栄与ある　　　　小林運美氏を囲んで研究会

下立売南入口に住居される。両先生のこ　知事賞を受けられており，今回重ねての　　小林運茨副理・1辰（東京支会長）は昨

健勝をお祈り申し上げます。　　　　　　受鋲に深く敬ぴを表するものである。　　秋メキシコて聞催の田際ボーイスカウト

　　　教養統合に件う教官の移動　　　　　同助教授の健康と今後の活躍を祈念し　大会から帰団後，久々にて3月291i入会

　4月1日信州大学教養学部の発足に伴　て止まない。　　　　　　　　　　　　したので・この機会に学内役貝とのllll究

って教官の移動が行われた。　　　　　　　　　　沢路雅失助教授の受賞　　　　　会を催した。小林東京支会長は過虫のこ

信州大学教養学部へ教授羽1湯下二夫，教　　NHKと発明協会共催の全団発明工夫　とはいわない，すべて日校愛の発髭て他

授申村六男，教授天自一馬，教授池尾健　　コンクパルにおいて繊甜工学科繊維物理　悲はない。ただ同窓生の意見を窪ちがい

一，助教授山崎嘗録，助教授四方昭吾，　学研究室の沢路雅夫助教授は磁気記郎式　なく学校に反影するようにしたい。今日

助教授田申博正レ助教授清水健美，助教　顕微光沢言1の発明によって光栄ある特賞　は特に蚕糸教育四k鞍問題にっいてむ見

授高橋規矩，講師飯島俊明，講師鈴木富　を受賞された。表彰式は3川5日日本橋　を開かせてもらいたいということてμ1席

士雄，講師一之瀬匡興，講師阿久津伊平　　三辿において行われ，特賞受賞者は沢路　役員から熱心活発な必見の交換があり盛

信州大学理学部へ教授横非政時，助教授　助教授夕V5名であった。　　　　　　　　会であった。
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葉鵠曇琴予餐㌍藤沢光彦鰯且・〃渡辺正醗矢噸㌫・〃恥・ぽ卿F野沢北〃
、ヒ屋仁士“糊釈“星野イll1男”　”　”　　　　　　翻蠕三重上野〃
林文　　俊　〃　長i野　〃　八重田　修　”　飯山北　〃　　　繊維機械学科　鯛名　　　内山　　昇長野資格検定

松井　正通　〃　上田千lll｜〃　山木正宏静岡静　岡　〃　　　　　　　　　　　　　　太田　知明愛知坐田西　〃

鰍蜘臨節晒〃削口竜文郷姫酬〃　氏名県11酬交　裕ミ恒宇糠川横須賀“
望月　澄子長野染谷丘　〃　渡辺　真弓z《川大聖専　〃　相沢　　隆三重四Il市　〃　岡田　康男稲井武　生　〃

灘麟竃＿化学科、、名馴鶏；㌫礎曇聯㌫
顯灘螺三嚇｝懸“；㌶銚雛ii竃li竃
　　㈱工学科45名　　荒木聡調躰熊本マリ　拙泰生〃燃北〃小1⊥に郎長野須麺〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スト学園〃　岡本　定吾奈良郡　山　〃　須扱　行徳　〃　長　野　〃

氏名児鵬校　醐・茂樹長野上田〃小川稔富山入善〃春原．秀基〃上田“
芥田　博司兵庫姫路西　〃　安保　正一兵庫姫路工業〃　小根山　稔長野須　坂　〃　滝本　浩邑和歌山橋本　〃
綾女　宰夫鳥取倉吉東　〃　池内　寛幸長野上　田　〃　笠井　義光　〃　屋　代　〃　種田　修二高知追手前　〃

石原　奎二愛知松　蔭　〃　伊藤恵美子　〃　蟻ケ崎　〃　梶浦　　勇愛知向　陽　〃　寺田惣一郎静岡焼津申央〃

伊藤　武平　〃　半　田　〃　岩谷ふみえ新潟糸魚川　〃　春日　JE策長野松本工業〃　蹴田　耕こ二大阪池　田　〃

碓井　憲一長野野沢北　〃　太田　清久長野県ケ丘　〃　春日　　譲凍京両　国　〃　冨田　友一愛知東　海　〃

内田　吉一東京王子工業〃　沖　　　泰京都山　城　〃　勝又　惣一静岡沼津東　〃　中川　一貞富山砺波　〃

梅原　利達　〃　日本橋　〃　主卦川　弥生長野染谷丘　〃　上水流謀男大阪八　尾　〃　永井　光生京都日吉ケ丘〃

大山　芳男東京1江戸川　〃　岸部　正行兵庫夢野台　〃　北城　　厚長野須　坂　〃　西沢　憲夫長野長　野　〃1

岡田　浩三長野上　田　〃　衣笠　貞夫　〃　姫路東　〃　黒岩　平和　〃　　〃　　〃　西沢　秀雄大阪清水谷　〃

岡田　　実島根出　雲　〃　久保　誠六長野屋　代　〃　小泉　伸生　〃　長　野　〃　野畠　厚雄石川金沢泉丘〃

岡村　昌寿長野野沢北　〃　桜井　重信　〃　野沢北　〃　小林　富～　〃　屋　代　〃　原　　幹夫兵庫神　戸　〃

小栗　尚之愛知岡　崎　〃　桜井美喜子　〃　染谷丘　〃　小堀　朋衛束京成　城　〃　日向野1光大阪住　吉　〃

加藤　友治岐阜多治見北〃　渋沢　賢治　〃　長野工業〃　近藤　健一兵庫姫路東　〃　藤井　明彦東京墨田川　〃

川上　雅男兵庫赤　穂　〃　島田　　進　〃　上　田　〃　坂井　隆文奈良畝　傍　〃　堀内　　剛長野屡　代　〃

木下　晴夫長野県ケ丘　〃　浩水　和明愛知名古屋西〃　佐藤　陸夫長野野沢北　〃　前島　芳弘　〃　須　坂　〃

工藤　善昭　〃　上　田　〃　白井’文晴静岡沼津京　〃　志田　　彰三重四日市工〃　松浦者多男愛知申　村　〃

桑津昇夫郎兵庫西宮〃白勢　範新潟新発田〃柴田光義愛知1剛崎北〃松倉実長野上田〃
小林　淳人長野野沢北　〃　鈴木　正稔愛知半　田　〃　鳥田十三男長野上田千曲〃　丸山　恵子　〃　長野西　〃

小山仲悟岡山林野〃住好一大阪上宮〃城山敏〃県ケ丘〃宮本昇千葉安房〃
権田　雅彦愛知横須賀　〃　竹内　竹子長野長野西　〃　多田　　誠兵庫福　崎　〃　森岡　幹雄三重名　張　〃

斎藤　安雄埼玉不動岡　〃　田村　康一新潟長　岡　〃　堤　　弘守愛知時習館　〃　山下　仲二岡山洋　山　〃

昭和41年度　　　　　　　　　　坂元　竜三鹿児島鹿屋　〃　中林　　喬大阪池　田　〃　中沢　栢夫長i野上　田　〃

　入学許可学生氏名　　島用彰雄長野庶代”　「1汕朋子長野諏訪二薬”　永非章夫　”長野”

繊維酬・5名　齢㍍上“田遮R，、、純欝ご鰯隠膿纏易；業：
　氏　名　　県　　出身校　　杉ll」　実神奈川横須賀〃　早川　郁男愛知横須賀　〃　藤岡　良一兵庫姫路凍　〃

浅野　裕三愛知明　和　箭　高部　IE惜滋賀高　島　〃　馬場　康子長野染谷丘　〃　星野　光雄埼玉熊　谷　〃

石坂征洋長野上田〃　田爪jE和熊本人吉〃　伴あき子〃長野西〃　松井勝彦長野上田〃
伊藤　　順愛知1－’官　〃　田中正一長野屋　代　〃　平井利博岡1u新見　〃　松木光正愛知盤橋東　〃

伊藤　　憤三重四日宙　〃　田中　道男愛知名古患西〃　平松　　勝愛知名古麗西〃　瀦端　　恒長野屋　代　〃

宇敷義道長野長野〃　塚田益裕長野上田〃　福田　稔大阪北野〃　宮口勝彦千葉佐原〃
奥田　　稔滋賀瀬田工業〃　寺田　　舜静岡磐田南　〃　藤川　倣博兵庫西　富　〃　森　　久芳石川金沢二水〃

小醐’ T長野上田〃・峰鉄長野県ケ丘〃樹1・鋏愛矢1喘和〃横見綱1剛戚梁“
川内　郁緒　〃　須　坂　〃　FP森　義和三璽上　野　〃　南出　i竃《樹兵庫爾宮東　〃　吉越　建男長野須　坂　〃

北野　道雄愛知千　種　〃　永田　節雄愛知岡　1騎　〃　自田　利明大阪泉　陽　〃　吉村　健二三重松阪工業〃
：比村　　日…コ〔長野　屋　　fヒ　　〃　　　西ハ1　　ラ陪　香戊llメL　亀　　〃　　　タミi野　　ネ刀美　愛媛八ll庸浜　　〃

叉㌶蘂灘田眺ξ田遼；譲；騨雲F㌶嬬：酬学酬55名
芭山　整岐阜岐阜北　〃　平井敏郎兵庫姫路田　〃　呼子辮博大阪上富　〃　　氏　名　　県　　11働校
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央区八煎洲北1：1会館）　（：住）

　　　　会　員　動　静　　．　　　’　　　諾㍑覇欝兇酬…台

1鷺1謬棄霧黙1：遮鷲∵　灘ll｝｛i繰1

醐蹴紡2・ll・陽1廻県：曙灘働（剛醐　
．．
@　　1元§°の15＿＿、．，

　　　　　　　　　　　　　福町4－3－18）　　　　　　片桐　康日flfヒ4　愛知凍洋レ㍗ゆKK匁1口場蝿

小綱郎綱酬 噤G篇欝㌶辮　　　　灘繍、（麟；鷹1｝
　　　　　　　　　　　　　3丁日　’　　　　　　　、　　　　　　　　　　　．区笹塚田∫1950衷｜〆櫨塚杜宅58

熊田鰍志化2岐阜負旨田技術管理聯rり1（岐阜市　、小野｝尺俄靴6〕ぼ梅膓1聯レー・lyKK生尉】珊部、
　　　　　　　　　　　　　金阿町4－51三1木経営大；納）　，　　　　　　（ヅく阪川北1馴ll、フ：島い5）
岩崎　俊男　化　2　山　陽　グンゼメリヤス久世：1二場長　　　　　　　　　　　　　　　　（住）llli官川上葭1し；｛町5…9

　　　　　　　　　　　　　　（岡山県日庭牙lll久世川r）　　　1．泌本ヌ1照　学化日　川　陽L《激レイき1ソエ｛K：倉籔川｝｝

浪方　昌近　化　5　莱　京　rll木レイ田ンKK（東京都lll　　　　　　　　　　　　　　　（倉1肋1∫消津）

　　　　　　　　　　　　　　　大平先生退職記念募金
拝啓’時下益々ご清祥のこととお慶び巾し上げます。
　さて大平敏彦先生には昭和41年3月末日をもって信州大日轍授を退官されました。先ノkは大」臼5年加；［帯川人学麗誤1ヒ学1；↓

を卒業後同教室で研究を続けられ，昭和15年4月繊維化学の創立と同時に上I／l蚕糸：㌧ll：門学校教‡受」：して∬i任訓し，以来㍗11・1三
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からまことに恐縮に存じますが，この趣旨にご賛同下さいまして何分のご協力賜わりますようお願い申し上げます。
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